
図 面 リ ス ト

縮尺図面番号 図面名称

ケント設備設計事務所

滋賀県土木交通部建築課

／

滋　賀　県

土木交通部建築課

滋賀県電気設備工事特記仕様書

表紙，図面リスト

工事区分表

平成 22年  1月   日

全体配置図及び付近見取図

電気設備　非常放送幹線設備[撤去]　１階平面図

電気設備　非常放送設備[撤去]　１階平面図

１／３００

１／２００

１／２００

電気設備　非常放送機器姿図

凡例・接地工事一覧表・ハンドホール標準図・埋設標示要項

電気設備　非常放送幹線設備[改修後]　１階平面図

電気設備　非常放送設備[改修後]　１階平面図 １／２００

１／２００

電気設備　非常放送系統図

Ｅ－１

Ｅ－２

Ｅ－３

Ｅ－４

Ｅ－５

Ｅ－６

Ｅ－７

Ｅ－８

Ｅ－９

Ｅ－１０

１／２００

小児保健医療センタ ー療育部 非常放送設備その他改修工事

１／２００

電気設備　電気室改修工事

電気設備　電気室改修工事　スケルトン(改修前)

電気設備　電気室改修工事　スケルトン(改修後)

Ｅ－１１

Ｅ－１２

Ｅ－１３

Ｅ－１４

１ ／ ２ ０

電気設備　幹線動力電灯設備工事　１階平面図

土木交通部建築課平成　年　月　日

滋賀県土木交通部

最 終 設 計 図

建　築　課

平成22年1月18日



パナソニック

配 分 電 盤

1 競争参加資格
確認申請時の

工事概要説明

16

別途工事

No 工事種目 備　　　　考

１

６

８

10

13

14

15

３

４

５

７

９

11

12

２

適用

テレビ共聴機器

ガス漏れ警報器

コンクリート柱

※該当工事には適用欄に○印を附す。

No 名　　　　称 構　造 階　数 延面積（㎡） 棟数 備　　考

計

項　目 特　　　記　　　事　　　項

区　　分 分類・規格

工
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
概
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
要

部数(ネガ1枚に付)撮影枚数 備　　　　考

状況によりつなぎ写真ｶﾗｰ･ｻｰﾋﾞｽ １

ｶﾗｰ･ｻｰﾋﾞｽ １ 必要に応じ

ｶﾗｰ･ｻｰﾋﾞｽ

定期提出 ｶﾗｰ･ｻｰﾋﾞｽ ２ 月末報告用

特　　　記　　　事　　　項滋 賀 県 電 気 設 備 工 事 特 記 仕 様 書

工　　　種

電灯・コンセント設備

　

建
　
　
物
　
　
概
　
　
要

受 変 電 設 備

電灯・動力幹線設備

動 力 設 備

拡 声 設 備

電 話 設 備

電 気 時 計 表 示 設 備

通 信 ・ 信 号 設 備

テ レ ビ 共 視 聴 設 備

自 動 火 災 報 知 設 備

ガ ス 漏 れ 警 報 設 備

防 火 戸 自 閉 設 備

自 家 発 電 設 備

機 械 警 備 設 備

防火戸自閉機器

気 中 開 閉 器

ガ ス 開 閉 器

避 雷 器

高 圧 開 閉 器

高 圧 遮 断 器

変 圧 器

コ ン デ ン サ

配 線 用 遮 断 器

照 明 器 具

配 線 器 具

放 送 機 器

電 話 装 置

時 計

イ ン タ ー ホ ン

表 示 器

火 災 報 知 機 器

避 雷 針

自 家 発 電 機 器

蓄 電 池

マ ン ホ ー ル 蓋

高 (低 )圧 引 込 設 備

工 事 名 称

工 事 場 所

No. 工 事 図

一

般

共

通

事

項

適 用 項 目

工事期間・限

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
般
　
　
　
　
　
　
　
　
　
共
　
　
　
　
　
　
　
　
　
通
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
項

ニ　その他関係諸法規に基づき完全に施工する。

項　目 種目 適用 項　　目 特　　　記　　　事　　　項

ロ　必要な関係諸官庁への申請手続き等は、全て請負人の負担とし、速やかに処理する。

　　その指示に従い入念に施工する。

着 工 前

工 事 中

完 成 時

ハ　本図は、工事の大要を示すものであるから、詳細位置等については監督職員と打合せの上、

完成写真の撮影場所は監督職員の指示による。工事写真は全て工事写真帳に貼り付け提出する。

２

竣工時に完成図を作成し、　　部焼付製本の上（縮小版Ａ４サイズ）、原図共提出する。

ＪＩＳ規格等適合品製造者

ＪＩＳ規格等適合品製造者

ＪＩＳ規格等適合品製造者

１ 施工基準

２ 監理指針

３ 施工監理ﾁｪ

　 ｯｸﾘｽﾄ

４ 完成図

５ 工事写真

3・5・7

ＪＩＳ規格等適合品製造者

3・5・7

一般共通事項の扱いは、本工事が単独の工事又は分離発注の場合は以下の全項目を適用し、

他工事に含まれる一括発注の場合は、※印を付したものを適用する。

電気設

備工事

仕様書

２．項目は、○印の付いたものを適用する。

１．図面及び仕様書に記載されていない事項は、すべて、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修公共建築工事標準仕

　という）による。

施工に際し、施工手引き書である電気設備工事施工監理チェックリスト（滋賀県土木交通部建築

課平成１６年度版）に従う。

　　により完全に施工する。なお上記相互間に相違のある場合の優先順位は記載の順序とする。

枚の内

１

雷 保 護 設 備

　様書、同改修工事標準仕様書および同設備工事標準図の平成１９年度版電気設備工事編（以下、「標準仕様書」

新設 改修

写真撮影は、国土交通大臣官房官庁営繕部監修「工事写真の撮り方-建築設備編-」に準ずる。

電 線 類

ケ ー ブ ル 類

電 線 管 類

適用 機 材 名 製 造 業 者

　本工事に使用する機器材料は、下記に指定する製造者のものを使用のこと。ただし、同等品を使用する場合には、建築

課所定の様式により承諾を得て使用のこと。

使 用 機 材 製 造 者 指 定

工事範囲及び説明

施 工 方 法

使 用 電 線

機 器 仕 様

受信盤　　　　より末端感知器までの配管、配線、器具取付け、調整までとする。

メーカー責任施工とし､所轄消防署と協議の上､完全に施工する。なお、図示なくも

建築構造上取付けの必要が生じたときは、監督職員の指示に従い本工事において取

付ける。

EM-IE　　EM-AE　　EM-CPEE

工事範囲及び説明

施 工 方 法

使 用 電 線

機 器 仕 様

なお、メーカーの責任施工とし、建築工事とよく打合せの上、施工する。

連動制御盤　　　　より末端感知器・自閉器具までの配管、配線、器具取付け、

調整までとする。

EM-IE　　HIV　　HP　　EM-AE　　EM-HP

なお、メーカーの責任施工とし、建築工事とよく打合せの上、施工する。

工事範囲及び説明

JISA4201に準じて施工する。

突針取付けより接地極埋設までの配管配線接地測定を行う。

施 工 方 法

突 針

試 験 用 端 子

使 用 導 線

工事範囲及び説明 機器据付より試運転調整までとする。

容量　　　kVA　　電圧　　　V

日本内燃力発電設備協会認定合格品とする。

施 工 方 法

定 格

使 用 電 線

機 器 仕 様

配 管 材 料

じた場合で軽微なものは監督職員の指示により本工事により行う。

施 工 方 法

警備保障会社用受信盤　　　　より各受口までの配管を行う。

なお、警備計画の変更、建築構造上の変更等により配管ルートに変更が生

警備保障会社と事前に打合せを行い、支障の無いように施工する。

工事範囲及び説明

工事範囲及び説明

メーカー責任施工とし、所轄消防署と協議の上、完全に施工する。なお、図示なく

も建築構造上取付けの必要が生じたときは、監督職員の指示に従い本工事において

地上デジタル波対応機器とする。

電 界 強 度 測 定 施工前に測定し、各局毎の電界強度測定値を提出する。

EM-S-5CFB　　EM-S-7CFB

アンテナ位置は建築意匠、強度等を考え監督職員と協議する。

アンテナ　　　　より末端整合器までの配管、配線、器具取付け、調整までとする。

機 器 仕 様

使 用 電 線

施 工 方 法

工事範囲及び説明

工事範囲及び説明

工事範囲及び説明

電子ボタン式　　電子交換式

CCP(市内ＣＣＰケーブル)　　EBT(電子ボタン電話用ケーブル)

工事範囲及び説明 主装置　　　　より子機に至る配管､配線､機器取付け､調整までとする。

施 工 方 法

方 式

使 用 電 線

機 器 仕 様

施 工 方 法

使 用 電 線

機 器 仕 様

保安器函取付け及び引込み口　　　　よりこれに至る配管、保安器函より交換機、

端子盤を経て各電話機に至る配管、配線、機器取付け、調整までとする。

EM-CPEE(市内対ポリエチレン絶縁耐燃性ポリエチレンシースケーブル)

EM-IE　　　　芯ビニルコード

PE-V(構内ケーブル)　　EM-TIEF(屋内用通信電線)

工事範囲及び説明

施 工 方 法

使 用 電 線

配 線 器 具

照 明 器 具

そ の 他

種目 適用 項　　目 特　　　記　　　事　　　項

高(低)圧引込み口より、受電設備(開閉器)に至るまでとする。

　　　　相　　　　　線式　　　　Ｖ

工事範囲及び説明

工事範囲及び説明

地中　　　　　　　　　架空

要　　不要

高圧引込線接続より､各機器取付け及び低圧配電盤取付け完了までとする｡

電 気 方 式

施 工 方 法

使 用 電 線 6kV EM-CE　　6kV EM-CET　　600V EM-CE　　600V EM-CET　　OE　　DV

負 担 金

そ の 他 架空引込の場合は太陽光に対する耐光性を考慮し、電線種別/工事方法を決定すること。

現場代理人は他の工事と重複して従事することはできない。また、現場代理人と請負人との直接

的な雇用関係を確認できるものを現場代理人届に添付して提出しなければならない。

６ 現場代理人

７ 技術管理 請負人は、建設業法で定める専任の技術者の任命を行い、現場に派遣し、技術管理にあたらせる

こと。

①　技術者の専任を要しない期間

　・請負契約の締結日から平成　年　月　日までの期間については、主任技術者または監理技術

・請負契約締結後、現場施工に着手するまでの期間(現場事務所の設置、資機材の搬入又は仮設

工事等が開始されるまでの期間）については、主任技術者又は監理技術者の工事現場への専

任を要しない。なお、現場施工に着手する日については、請負契約締結後、監督員との打合

せにおいて定める。

②　滋賀県建設工事請負約款（以下「契約約款」という）第31条第2項の規定に基づく検査を完了

した日から契約期間満了までの期間については、主任技術者又は監理技術者の工事現場への

専任を要しない。なお、検査を完了した日とは、発注者が契約約款第31条第2項に基づく当該

検査の結果を通知した日(契約約款第31条第6項に該当するものを含む）とする。

なお、日程上の都合上、契約工期満了後に検査が行われた場合は、契約工期満了後の監理

技術者等の工事現場費の専任を要しない。

者の工事現場への専任を要しない。

工事着手前に付近の状況を調査し、公害対策は工事竣工まで講ずること。

請負人は完成検査前に関西電気保安協会等検査機関の検査を受け合格すること。

各種検査を必要とするもの、責任施工のもの等は、各合格書または保証書及びその写し各一部

を提出すること。なお、責任施工のものは、請負契約者、施工下請業者、材料製造所連名書と

する。

施工に際し、既設内容、取合いをよく調査すると共に既存施設の担当者と十分協議を行い、

その機能を低下せしめてはならない。

コンクリート部分の梁・壁・床の貫通部補強及び仕上部分の軽量鉄骨天井下地、同壁下地の開口

部補強は建築工事とするも、事前に施工図を作成し、監督職員、建築工事業者承認の上とする。

各種下請業者、機器材料等県内で供給できるものについては、極力県内業者、県産品を選定す

ることとし、製品等は特記されたものまたは同等品以上とする。ただし、同等品以上とする場

合は､監督職員の承諾を受ける｡

７ 下請業者機

　 材等の選定

８ 検査

９ 検査合格書

　 等

10 建築工事と

　 の取合い

11 既存設備

   関係

12 公害対策

監督職員の指示により社内測定検査のみとする場合がある。（測定記録書提出）

13 産業廃棄物

　 の処理

請負人は、産業廃棄物を適正に処理するにあたり下記事項を含め、事前に監督職員に施工計画書

を提出して承諾を受けること。

①本工事に使用する特定建設資材及び排出する特定建設資材廃棄物については、「建設工事に係

を資材の再資源化等に関する法律」（建設リサイクル法）を遵守し、分別解体及び再資源化等を

実施すること。また、着工前の同法第１１条の「通知」は請負人が提出すること。

②「資源の有効な利用の促進に関する法律」（リサイクル法）及び建設副産物適正処理推進要綱

を遵守し、一定規模以上の工事においては、再生資源利用「促進」計画書及び同実施書を作成し

速やかに報告のこと。

請負人は、工事別の業者間で互いに連絡をとり、定期的に協議会を行い、工事施工上の調整を

図ること。又、工事区分の取合について図示あるも施工時に必要に応じ協議を行い連絡を密に

すること。

　 の連絡協議

19 別途工事と

規模　１号　　２号　　３号　　４号　　５号　　設けない

引渡を要するもの:

請負人は工事の内容に応じた火災保険、建設工事保険等を工事目的物に付するものとする。

備品　机、いす、書棚、黒板、製図板、ゴム長靴、雨がっぱ、保護帽、請負者加入電話の子機、

工事車輌の出入りについては、危険防止に努めること。又、必要に応じて交通整理員を配置す

ると共に、近隣家屋に騒音、振動等公害発生のなき様留意し、全般に支障なき様万全の策を講

ずること。又、施設運営についても、担当者と協議を行い支障なき様に努めること。

労働安全衛生法第３０条第２項の統括安全衛生管理義務者には、（　建築工事　電気設備工事　

機械設備工事　）の請負人を指名する。

　　　衣類ロッカー、冷暖房機器、消火器等監督職員の指示による。

  理

   務所

　 生管理義務

　 者

③請負人は、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」を遵守し、同法１２条の３によるマニフェ

ストシステムにより的確に実施すること。

14 発生材の処

15 保険等

16 監督職員事

17 安全対策

18 統括安全衛

　　　こと。(2,500万円未満は不要)

（３）受注登録の内容に変更があった場合は、変更があった日から10日以内に変更登録を行う

に提出しなければならない。提出の期限は、以下のとおりとする。

センター(JACIC)に登録するとともに、センター発行の「工事カルテ受領書」の写しを監督職員

（２）竣工登録の期限は、工事完成後10日以内とする。(2,500万円未満は不要)

（１）受注登録の期限は、契約締結後10日以内とする。

請負人は、工事請負代金　500万円以上の工事について、工事実績情報サービス(CORINS)入力シ

23 工事関係車

22 工事カルテ

21 フロンの回

20 シンナー等

   の保管管理 に、保管数量についても作業前、作業終了後の確認等確実な管理を行うものとする。

シンナー等については、工事現場に放置することなく、保管を厳重に行い盗難を防止すると共

   収等

　 遵守

　 両の電波法

   録

   の作成・登

にその旨報告する。

場において不法無線局を搭載していると疑わしい車両を確認したときには、速やかに監督職員

請負者は電波法を遵守し、不法無線局を搭載した工事車両を使用しないものとする。また、現

ステムに基づき、「工事カルテ」を作成し監督職員の確認を受けた後、財団法人日本情報総合

工法を用いないこと。

し、大気放出をしない処理を行うこと。また、施工に当たっては特定フロンを使用した材料、

冷媒にフロンを使用している機器の撤去においては、メーカー等によりフロンガスを全量回収

請負者は過積載等の違法運行防止を図るため、道路交通法を遵守する旨を記載した施工計画書

を提出し徹底を図ること。　 止措置

工事施工途中において、適宜中間技術検査を実施する。

24 過積載の防

25 技術検査

ロ　図示ない限り配線器具プレートは新金属製またはステンレス製とする。

イ　電線管について、図示ない限り屋内露出配管はねじなし電線管（Ｅ管）、屋内いんぺい配

　管は合成樹脂製可とう電線管(PF管)、屋外露出配管は薄鋼電線管（CP管）、屋外埋設配管は

　ポリエチレンライニング電線管（PE管）とする。

　波付硬質ポリエチレン管（FEP管）を使用する。なお、高圧配線の地中埋設配管については、

ニ　建物ＥＸＰＪ部分及び機器接続箇所に使用する可とう電線管は、ビニル被覆付きとする。

ハ　スイッチで多数ある場合には監督職員と協議し、ネームスイッチを使用する。

   意事項等

26 施工上の留

ホ　照明器具は原則として、省エネ型(インバーター器具等)及び公共施設用器具とすること。

ヘ　将来用予備空配管には、ビニル被覆鉄線(1.6㎜)を入線し、名札を取付ける。

ト　プルボックスは工場製作品を使用する。

ヌ　機器据付・設置については、「建築設備耐震設計・施工指針」に準ずる。

チ　図示ない限り露出配管は、全て塗装する。(機械室、電気室内の塗装　要・否)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(ＥＰＳ、共同溝内の塗装　要・否)

リ　露出配管を行う場合は、施工前に素地ごしらえ（エッチングプライマー等）と下塗りを行

　い、配管施工後に仕上塗装を行う。

ル　当該工事において、既設配管・既設埋設配管があった場合は、監督職員の指示により迂回

　等の工事を行い、軽微なものは本工事内とする。また、撤去工事は、特に既設配線の行先を

　調査確認の上、安全に処理する。

　　　

に対する措置

して取り扱う場合がある。

滋賀県建設工事等指名停止基準に基づく指名停止を行うことがある。また、契約違反と

は、工事成績評定を減ずることとし、未実施の項目毎にその項目点数を減ずる（最大

　技術提案書の内容について、請負人の責により入札時の評価内容が履行されない場合

　技術提案書1-2(様式4-2)｢①施工上配慮すべき事項」に記載された内容について、

（該当する

の取り扱い

（１）請負人が作成する施工計画書のうち、技術提案に係る資料については、発注者が確認する

が、請負代金額の変更は行わない。

（２）不可抗力（地震・風水害等）によって、地形が変形し数量に変更があった場合は、発注者

と請負人が協議のうえ、発注者が認めたものについて変更の対象とする。

ものに○）

10点減点）。なお、記載された内容に対する履行状況が特に悪質と認められる場合は、

請負人の責により入札時の評価内容が履行されない場合は、評価(加点)した範囲内で工

状況が特に悪質と認められる場合は、契約違反として取り扱う場合がある。

事成績評定を減ずることとします(最大２点減点)。なお、記載された内容に対する履行

は、請負人の負担とする。

 請負人は、競争参加資格の確認申請時に提出した施工計画等に関する技術提案書（技術提案書

の採否通知において一部不採用とした提案がある場合はこれを除く。以下、「技術提案書」とい

う。）に基づき、工事を履行しなければならない。

施工計画書の取り扱いは標仕のとおりであるが、請負人は技術提案書の内容を満足する施工

計画書を監督職員に提出しなければならない。なお、施工計画書において、技術提案書の内容を

一覧できる様式に整理すること。また、提案事項ごとに具体的な実施方法、履行の確認方法およ

び確認時期について、監督職員の承諾を得るとともにその内容をあわせて施工計画書に記載する

こと。

　請負人は、技術提案書に記載した配置予定技術者を当該工事の主任技術者または監理技術者

（以下｢配置技術者｣という。）として配置しなければならない。

　請負人は、技術提案事項を履行したときは、速やかに、その旨を監督職員に通知するとともに

監督職員の立会または確認を受けなければならない。履行の確認にあたり必要があると認められ

るときは、監督職員はその理由を請負人に通知して、工事目的物を最小限度破壊して確認する事

ができる。この場合の確認または復旧に直接要する費用は、請負人とする。

等

（１）請負人は、前項の確認により技術提案事項が履行できていないことが明らかになったとき

は、直ちに再度施工または手直しの計画書を監督職員に提出しなければならない。

ただし、発注者が再度の施工が適当でないと判断した場合は、この限りではない。

（２）請負人は、前項の計画書の内容について監督職員の承諾が得られたならば直ちに

実施し、再度監督職員の確認を受けなければならない。

30 共通費実態

調査対象工事

本工事は、請負者による営繕工事の実施状況を費用の面から把握し、発注者における工事費積算

に適切に反映することを目的とした、共通費実態調査の対象工事である。なお、調査票は、

監督職員から配布するものとする。

29 暴力団員等

による不当

介入の排除

滋賀県の発注する建設工事等における暴力団員等による不当介入の排除について（「不当介入　

に関する通報制度」の徹底について）

1 請負者（請負人または受注者）は、暴力団員等（暴力団の構成員および暴力団関係者、

その他県発注工事等に対して不当介入をしようとするすべての者をいう。）による不当

介入（不当な要求または業務の妨害）を受けた場合は、断固としてこれを拒否するとと

もに、不当介入があった時点で速やかに警察に通報を行うとともに、捜査上必要な協力

を行うものとする。

2 請負者は、前項により通報を行った場合には、速やかにその内容を記載した通報書

(別記様式第１号)により所轄警察署に届け出るとともに、監督職員に報告するものとする。

また、請負者は、以上のことについて、下請負人（再委託の協力者を含む）に対して、

十分に指導を行うものとする。

3 請負者は、暴力団員等による不当介入を受けたことが明らかになり、工程等に被害が生じた

場合は、監督職員と協議するものとする。

28 電子納品 竣工時、工事の概要および機器台帳を建築課所定の様式により電子媒体で提出すること。

て変更の対象とする。

体制の変更が生じた場合には、発注者と請負人の協議のうえ、発注者が認めたものについ

（３）現場条件、関係機関との協議、社会的条件（地元対応等）によって、新たな対策や施工
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合
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事
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画書への反映
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３ 配置技術者

４ 履行の確認

５ 再度の施工

６  不 履 行 に

７ 契約変更

の担保
技術提案内容

　守山市守山五丁目６－１５

　・既設非常放送設備撤去、新設非常放送設備設置に伴う電気設備工事一切を行う。
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CPV(制御用EPゴム絶縁ビニルシースケーブル)　　EM-AE

EM-CPEE(市内対ポリエチレン絶縁耐燃性ポリエチレンシースケーブル)

までとする。

主装置及び親機　　　　より各機器及び子機に至る配管、配線、機器取付け、調整

機 器 仕 様

使 用 電 線
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　メタルモール　コロガシ

　EEF

スピーカーまでの配管、配線、機器取付け、調整までとする。

PF電線管　ねじなし電線管　金属製可とう電線管　メタルモール　コロガシ

EM-HP　EM-MVVS

別紙機器姿図参照

施 工 方 法

使 用 電 線

機 器 仕 様

神保電器 寺田電機 東芝ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ

ＴＯＡパナソニック

　電気設備工事特記仕様書

大正電機 内外電機名神電機 新岩村電機

日本ビクター

　凡例による。

既設非常放送の撤去、新設非常放送アンプ、リモートアンプの設置

既設受信機P-1級20回線撤去後、新設受信機P-1級20回線取付、調整までとする。

施 工 方 法

機 器 仕 様

使 用 電 線 EM-IE　　HIV　　HP　　EM-AE

取付ける。

既設総合盤、警報ﾍﾞﾙ線取外しのこと。

能美防災

　平成　２２年　　３月　３１日　（議会承認後工期変更予定　平成　２２年　　５月　２０日まで）

１

・工事区分表による。

RC 1   5,39001 1小児保健医療ｾﾝﾀｰ･守山養護学校

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修電気設備工事監理指針（平成19年版）に準ずる

オ　グリーン購入法及び滋賀県環境配慮指針に基づき環境負荷の低減に努めること。

　既設電灯盤(2面)改造より配管配線器具取付けまでとする。

２

受

変

電

設

備

工事範囲及び説明

変 圧 器

電 気 方 式

形 式

配 電 盤

母 線

付 属 品 ・ 予 備 品

　高圧配電盤　　低圧配電盤

　KIP　　PDC　　銅棒

　電力ヒューズ（　　組）　　フック棒（大・小）　　絶縁マット

　フレーム組立開放型　　

　３相３００ｋＶＡ　　　　単相　(既設のまま)

　1次側　3相3線式6,600V、2次側　3相 3線式210V　　単相　　線式210/105V

　既設電気室に改修、既設TR3φ200KVAを撤去の上、新設TR300KVA(高効率)に取替のこと。

３

電
灯
・
動
力
幹
線
設
備

工事範囲及び説明

電 気 方 式

分 電 盤

施 工 方 法

使 用 電 線

そ の 他

　電灯・動力分電盤（露出型　　　面　埋込型　　　面）

　3相3線式210V　　単相3線式210/105V

　隠蔽　　　露出　　　地中

　600V EM-CE　600V EM-CET

　架空配線の場合は太陽光に対する耐光性を考慮し、電線種別/工事方法を決定すること。

　OCBからVCBに取替2台、DSからLBSに取替3台、高圧母線張替を行う。

　CT600A/5AからCT1000A/5Aに取替、電流計600Aから1000Aに取替。

　低圧盤２次側より動力盤取付けまでとする。

５

動

力

設

備

工事範囲及び説明

電 気 方 式

施 工 方 法

使 用 電 線

　動力盤より機器までの配管配線とする。

　3相3線式210V

　EM-IE　600V EM-CE　600V EM-CET

17

そ

の

他

　施工するにあたって施設（守山養護学校及び隣接するひまわり保育園含む）の運営に

　支障なきよう監督職員ならびに施設管理職員と十分な協議を行い施設（守山養護学校

　及び隣接するひまわり保育園含む）工事を行うこと。

施 工 日

（ 放 送 設 備 ）

（ 停 電 工 事 ）

　３日間であり、この間に試験調整含め全て完了すること。

大正電機 名神電機 新岩村電機電 気 室 改 造

東芝 日立 富士 パナソニック 三菱

ネグロス電工

ニッタン ホーチキ

　・管理棟メインホール、通園玄関前廊下、療育棟南廊下、療育棟東廊下、訓練棟南廊下、

　　訓練棟東廊下にパッケージエアコンを新設するための電気設備の改修を行う。

　小児保健医療センター療育部非常放送設備その他改修工事

　小児保健医療センター療育部非常放送設備その他改修工事

14

イ　本工事は、工事請負契約書及び同約款を遵守し、本特記仕様書、図面14葉及び標準仕様書

滋　賀　県

土木交通部建築課

平成 22年  1月   日

※工事図記号（凡例）は別図（　　　　）による。

土木交通部建築課平成　年　月　日

ケント設備設計事務所
平成 ２２年   １月     日

　CPE電線管　CP電線管

滋賀県土木交通部建築課

　停電を伴う電気室受変電設備改修工事は平成２３年５月２日から５月５日までの内の



滋　賀　県

土木交通部建築課

１

２

３

４

５

６

７

８

９

工　事　項　目 工　事　項　目

工　事　区　分　表

＜Ｈ≦

＜Ｈ≦

＜Ｈ≦

貫通内径〔φ〕 数量 備考

開口面積〔㎡〕 数量 備考

Ａ≦ 　　　

＜Ａ≦

開口面積〔㎡〕 数量 備考

開口寸法 数量 備考

開口寸法 数量 備考

設備用の開口補強数量表

２）　天井開口補強

※壁筋を切断しない場合は補強を必要としない。

２．　　設備下地材開口補強

１）　壁開口補強　軽量鉄骨下地、木軸等

※スラブ筋を切断しない場合は補強を必要としない。 Ａ：開口面積㎡

３）　壁開口補強筋

※貫通内径 φ未満の時は補強を必要としない。 Ｈ：貫通内径㎜

２）　スラブ開口補強筋

１．　　設備用躯体貫通補強筋及び開口補強筋

１）　梁貫通補強筋　〔貫通孔　Ｄ／３以下、梁巾＝ 以下の場合、Ｄは梁せい〕

下記の項目は○印部分を区分して施工する。　但し図面その他に特記のあるものはそれに従う。

躯体貫通スリーブ入、箱入、穴埋補修

設備用躯体貫通の補強筋及び開口部補強筋

タラップ並びに連通管

点検口の製作取付（床・壁・天井）

吹出口、吸込口、照明器具及びスピーカーなどの埋込器具取付

のための穴開及び補強

建物外壁に取付く給・排気ガラリの製作取付

建具ガラリの製作取付

機械機器類の基礎

その他の基礎【空調室外機】

機器用アンカーボルト取付及び穴埋補修

ＲＣ造受水槽、ポンプ室

仝上基礎

高架水槽

仝上架台

仝上基礎

オイルタンク

仝上基礎及び躯体

サービスタンク防油提

グリストラップ

希釈水槽

既製品流司・ガス台

既製品流司の排水金物

造り付流司の排水金物

便所　防湿カガミ

便所廻りのステンレス手スリ

湯沸器、窓付、壁付取付用器材

湯沸器　移設

換気扇

仝上取付枠

天井扇、ダクト、ガラリ、ベントキャップ

フードの製作取付

空調器リモコンの取付、配管、配線、調整、移設

仝上の一次側配管、配線工事

防煙シャッターの一次側配管、配線工事

防煙シャッターの二次側配管、配線、調整

仝上煙感知器、連動装置、制御盤

防火戸の一次側配管、配線工事

防火戸の二次側配管、配線、調整、開放装置

仝上煙感知器連動装置、制御盤

煙感知器連動のダンパーのレリーズ

仝上用の感知器及び配管、配線工事

仝上用の非常用電源装置

キュービクル、ボイラー、ポンプ

送風機、冷却塔
〔 〕

昇降機の出入口、三方枠、カゴ内インターホン取付及び

二次側配管配線、制御盤

昇降機の一次側配管配線工事

自動ドアーの取付及び調整・検査スイッチ・駆動装置

二次側配管、配線工事

仝上一次側配管、配線工事

防犯用配管工事　〔警備保障〕

仝上入線、機器取付

仝上一次側電源

液面電極棒の取付及び取付座

フラッグポール

フラッグポールの避雷針用突針

雨水排水の会所桝、排水管

ルーフドレン

汚水、雑排水の会所桝、排水管　改修

合併処理槽の躯体、モルタル仕上、 ﾏﾝﾎｰﾙ 、チェッカープレート

仝上内部装置、機器配管及び二次側配管配線工事

仝上一次側配管配線工事

消火器

竣工引渡時までの工事用及び調整用電気、水道、ガス等

の基本料、使用料

給湯器（リモコン付属　取付調整）

仝上リモコン用配管配線

ガス漏れ警報用配管及び警報機　移設

仝上機器配線、入線、結線調整

電気設備工事に伴う床、壁の改修工事

電話機器

小便器自動洗浄システム用一次側配管配線

テレビアンテナ取付用アンカーボルト

加圧給水ポンプの制御盤

仝上一次側電源工事及び取付仝配線工事

加圧給水ポンプユニット電極及び配管配線工事

仝上電磁弁用配管配線工事

仝上ポンプ室内照明コンセント設備工事

仝上警報ランプ及び配管配線工事

ユニット給湯器、マルチコントローラー

仝上給湯器内制御配線

仝上一次側電源、給湯器電源、循環ポンプ電源送り

天井扇、空調用換気扇、スイッチ取付工事

諸官庁等検査、申請手続き及びそれに伴う費用

学内ＬＡＮ機器及び配線

既設アスファルト、コンクリート通路、インターロッキングブロックの解体撤去及び復旧工事

（電気・機械設備工事に伴うものを含む）

既設天井取外し及び復旧工事

（電気・機械設備工事に伴うものを含む）

既設ガラス窓撤去及びアルミパネル取付工事

（電気・機械設備工事に伴うものを含む）

手洗い一時撤去復旧

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

２１

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

２９

３０

３１

３２

３３

３４

３５

３６

３７

３８

３９

４０

４１

４２

４３

１０

６５

４４

４５

４６

４７

４８

４９

５０

５１

５２

５３

５４

５５

５６

５７

５８

５９

６０

６１

６２

６３

６４

６６

６７

６８

６９

７０

７１

７２

７３

７４

７５

７６

７７

７８

７９

８０

８１

８２

８３

８４

８５

８６

特記事項

１．設備用の開口補強数量は設計上の必要数量であり施工上必要ヶ所と相違ある場合には監督員の指

示により数量が増減するも工事金額内で処理する。

建
築

電
気

機
械

別
途

備　　　考
建
築

電
気

機
械

別
途

備　　　考

150 200

100 150

 50 100

0.3

0.3 1.0

100

400

   

ＲＣコア貫通

平成 22年  1月   日
工事区分表
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地下消火水槽、蓄熱槽などの躯体内外防水仕上、マンホール

　97箇所

ＦＲＰ又はＡＬ製〔ポンプ室付〕受水槽



標示抗

GL

90

25 φ

標  示  杭

70

配管布設方向を色別

プラスチック板

（橙色）にテープ標示コンクリート製

300

地中埋設電線管

モルタルにて抜止

裸地

PE

FEP

HIVE

30

アスファルト舗装

埋 設 標 示 要 項

標 示 ピ ン

ピン

埋設標示テープ

倍織込150mm 3.5

道路部分１２００以上

300
一般部分　６００以上

ハンドホール標準施工図（ブロック式）

種　別 X Y H 備     考

A

B

C

800

1000

1200

800

1000

1200

1000

1200

1600

数量

注）・寸法は概ねの数値とし、監督員との協議により決定する。

　　・ハンドホール本体は、ベース分離型以外で３分割までとする。

　　　・ブロック間の接着は堅牢に行い、かつ、水密性を確保すること。

　　　・ベース水抜き穴は、地下水位の状況により、開口、閉塞を決定するものとする。

注記）・ハンドホールの肩の高さは 50 を原則とするが、周囲の状況により調節するものとする。

GL

電

50 100 Y 100 50

100 Y 100

1
0
0

H
1
0
0

6
0

1
0
0

現場合せ

砕石地業

捨てコンクリート

モルタル

電線菅

接着剤（止水材兼用可）

アスファルト舗装の場合

引留ボルトケーブル支持材

亜鉛メッキタラップ19φ

ベルマウス

貫通部　防水モルタル補修

裸地の場合

"電気"文字入り、クサリ付、取手部分ゴムキャップ取付

鋳鉄製重荷重防臭防水型　回転ロック式600φ

水抜パイプ(VP)

面取り モルタル仕上

1
0
0

X
1
0
0

・

・

A    種

B    種

EP …接地銅板

接地極の使用材料は下記による。

丸型アース棒は銅又は銅覆鋼製とし、Ｓ型アース棒は銅覆鋼製接地棒とする。

接地棒EBの長さは、1500ｍｍ以上とし、丸型10φ･14φはS型W=40としてもよい。

下記仕様にて施工に当たる事とし、指定抵抗値が得られた時点にて、監督員に報告のうえ承諾をもって、良とする。

尚、数量の増減にかかわらず、原則として請負金額の増減は行わないものとする。

回路番号

回路番号

リモコン回路番号

動力回路番号

NO

NO

NO

R-NO

立上り、立下り

地中埋設工事

床インペイ工事

天井インペイ工事

露出配管工事

ケ－ブル配線工事

AC100V

AC200V

AC200V

記 号 名 称 備 考

　〃

盤結線図参照

L

3

WP

800W

1500W

埋込型スイッチ 1P15Ax1

　〃 1P 4Ax1  PL内蔵

　〃 3W15Ax1

1P15Ax1防水型埋込スイッチ

埋込型調光スイッチ 800W 参考品番　WN575280K

参考品番　WS6021

参考品番　WN575215K1.500W埋込型調光スイッチ

EESW 自動点滅器（ﾌﾟﾗｸﾞｲﾝ方式） AC100V 3A 参考品番　EE8413

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

2P15Ax2

2P15Ax1　接地端子付 

2P15Ax2　接地端子付

2P15Ax1　接地極付

1

2

2ET

ET

E

埋込型コンセント 2P15Ax1

電灯分電盤

記 号 名 称 備 考

凡　   例
注記）特記なきプレート種別は、特記仕様書参照とする。

　〃電灯動力分電盤

接地工事一覧表

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

種B

C    種

種D    

D　　種(ELB)

高圧避雷器

低圧避雷器

避雷設備

共同接地

電話保安器用

電話交換機用

テレビ保安器用

医療用

通信用

測定用

EA

EB

EB

EC(PV)

ED

ED(ELB)

ELA

ELL

EL

EAD

E(TEL)

E(PBX)

E(T V)

EH

EN

EP・EC

Ω以下

Ω以下

Ω以下

Ω以下

Ω以下

Ω以下

Ω以下

Ω以下

Ω以下

Ω以下

Ω以下

Ω以下

Ω以下

Ω以下

Ω以下

150/I

 10

 10

 10

100

100

 10

 10

 10

 10

100

 10

100

EB …接地棒
接　　　地　　　極接地抵抗値記　号接地の種類

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

 EB(14φ)x3　　連 -2組

 EB(14φ)x3　　連 -2組

 EB(14φ)x3　　連 -2組

 EB(14φ)x3　　連 -2組

 EB(14φ)x3　　連 -2組

 EB(14φ)x3　　連 -2組

 EB(14φ)x2　　連 -2組

 EB(14φ)x2　　連 -2組

 EB(10φ)x1　　連 -1組

 EB(10φ)x1　　連 -1組

 EB(10φ)x1　　連 -1組

 EB(10φ)x1　　連 -1組

 EB(14φ)x3　　連 -1組

 EB(14φ)x2　　連 -1組

 EB(14φ)x2　　連 -1組

 EB(10φ)x1　　連 -1組

 EP(EP-0.9) -1枚

 EP(EP-0.9) -1枚

 EP(EP-0.9) -1枚

 EP(EP-0.9) -1枚

 EP(EP-0.9) -1枚

 EP(EP-0.9) -1枚

 EP(EP-0.9) -1枚

 EP(EP-0.9) -1枚

 EP(EP-0.9) -1枚

 EB(14φ)x3　　連 -3組

 EB(14φ)x1　　連 -1組

 EB(14φ)x1　　連 -1組

 EB(14φ)x2　　連 -1組

 EB(14φ)x3　　連 -2組

 EB(14φ)x2　　連 -1組
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　〃

　〃

機械設備工事

　〃

　〃

天井隠蔽換気扇

全熱交換機

空調機

天井埋込換気扇

壁付換気扇

弱電端子盤 盤結線図参照

電話受口 モジュラ－ジャック6極4芯

CS-7F-Rテレビ用受口

テレビ受口 CS-7F・7

電話受口(公衆電話用) ノ－ズルプレ－ト付

フロアーローテーション+露出型モジュラ－ジャック6極4芯

プラグ付

プラグ付

F

R

PT

アウトレットボックス

プルボックス

カバープレート付

ノーズルプレート付

　〃

　〃

　〃　　(角型)

　〃　　(角型)

露出丸型ボックス

OB.CP.

OB.NP.

VE製

PB

OB.CP

OB.NP

WP

WP

防雨ｶﾊﾞｰﾌﾟﾚｰﾄ(ｺﾞﾑﾊﾟｯｷﾝ付)

防雨入線カバー付（埋込露出両用）

ステンレスプレート

空調機操作スイッチ 機械設備工事(結線・調整・取付工事共）A

　〃

防水型コンセント

フロア－コンセント

フロア－コンセント

2P15Ax1　抜止式

2P15Ax1　接地極付

フロア－コンセント

2P15Ax2　接地極付 参考品番　DU5143

2P15Ax2

LK LK

2ET.WP

2E

E

2

参考品番　DU5142P　

参考品番　WK4102K　

参考品番　DU5140P　

　〃 2P15Ax2　接地極付2E

2EET

凡例・接地工事一覧表・ハンドホール標準図・埋設表示要項

2P15Ax2　接地極･接地端子付

2P15Ax2　接地極･接地端子付

動力分電盤

小児保健医療センター療育部非常放送設備その他改修工事
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(市道一級路線／幅員：16.7～16.8m）

下之郷吉身線

(市道一級路線／幅員：18.0m）

古高川田線

ひまわり保育園

成人病センター

水治療室

通用玄関

職員玄関

事務室

廊下

廊下

廊下

廊下

廊下

洗面

県立小児保健医療センター

プレイルーム

Ｎ

配　置　図

守山養護学校

滋　賀　県

土木交通部建築課

付近見取図

カナリヤ

第ニ保育園

県立病院医療

技術職員宿舎

県立病院

看護職員宿舎

ひまわり保

総合保健専門学校

県立成人病センター

守山市立図書館

県立成人病センター

研究所

守山ふれあい公園

守山地方職員会館

守山郵便局前

守山高北

小児センター前

第一ナイロン

す
こ
や
か
通
り

147

守山養護学校

小児保健

医療センター

本工事場所

全体配置図及び付近見取図 １／３００

小児保健医療ｾﾝﾀｰ

守山養護学校

小児保健医療ｾﾝﾀｰ

平成 22年  1月   日
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理学療法室

器在庫

更衣室

更衣室

脱衣室

運動浴室

便所

職員便所

職員便所

便所

プレイルーム

機械室

便所

空調機械室

更衣室

ﾎｰﾙ

男子

便所 便所

女子

ﾌｧﾝ室

清掃員

控室

資料室

音楽療法室

厨房

ﾘﾈﾝ室

外来待合

中1

教室教室

小4

教室

小3

教室

小2

教室

小1

教室

中4

理科室

すみれ

中5

教室

ｽﾇｰｽﾞﾚｰﾝﾙｰﾑ 木工室

便所

湯沸

昼寝の部屋

倉庫1

倉庫2

倉庫(4)

道具入

倉庫5 文具庫

ﾊﾟｿｺﾝ室調理室

小学部

作業療法室(1) 計測室 倉庫3 児童トイレ ﾁｭｰﾘｯﾌﾟ指導室

感覚統合訓練室ﾒﾛﾝ指導室作業療法室(2)ﾓﾓ指導室ｲﾁｺﾞ指導室

観察室

倉庫

物置

事務室

医務室

事務室

校長室

職員室

印刷･教材庫

湯沸 倉庫 相談室 教室教室教室

中3中2小6小5

教室

音楽室 図書室

応接室

ｽﾀｯﾌﾙｰﾑ

守山養護学校

プレイルーム

中庭

言語療法室(3)

言語療法室(2)

心理面接室(2)

言語療法室(1)

指導室(3)

指導室(2)

心理面接室(1)

ﾊﾞﾅﾅ指導室

ﾌﾞﾄﾞｳ指導室

児童トイレ

相談室

保護者控室

保育倉庫

ｻｸﾗ指導室

廊下

玄関

職員更衣室

大会議室

面談室 いぶき 言語集団 療法室

診察室 会議室 物置

玄関

倉庫6

倉庫 ﾎﾞﾝﾍﾞ庫

DN

ﾊﾞｯﾃﾘｰ室

電気室

空調機械室

吹抜 吹抜

吹抜

滋　賀　県

土木交通部建築課
１／２００

AMP

T-1

T-3

T-3

HIV1.2x3 (19)CP 非常放送 [撤去] 配線のみ

ｴﾈﾙｷﾞｰｾﾝﾀｰ棟ﾍ

(19)CP 非常放送 [撤去]HIV1.2x3

T-2

配線のみ

T-4

HP1.2-3C

HP1.2-3C 構内放送[存置]

非常放送[撤去]
(22)PF

HIV1.2x3 (19)CP 非常放送 [撤去]配線のみ

(19)CP 非常放送 [撤去]HIV1.2x3 配線のみ

(19)CP 非常放送HIV1.2x3 [撤去] 配線のみ

(19)CP 非常放送HIV1.2x3 [撤去]配線のみ

[撤去]HIV1.2x15 (25)CP 非常放送

電気設備　非常放送幹線設備[撤去]　１階平面図

5 6 7 8 9 11 13 15 17 18 19 20 22 24 26 27

191816

G

H

J

L

8
,
0
0
0

3
,
5
0
0

1
,
5
0
0

5
,
0
0
0

3
,
0
0
0

5
,
0
0
0

8
,
5
0
0

3
,
0
0
0

7
,
5
0
0

6
,
0
0
0

6
,
0
0
0

6
,
0
0
0

6
,
0
0
0

6
,
0
0
0

3
3
,
0
0
0

1
6
,
0
0
0

1
3
,
0
0
0

1
3
,
0
0
0

Q

P

O

L

J

H

G

F

E

D

C

B

A

P

9 11

O

P

5

配線のみ

HP1.2-3C

HP1.2-3C
(25)CP

構内放送[存置]

非常放送[撤去]

一時引抜後､再入線
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既設天井点検口 (450x450)

既設アンプAMP [撤去] 非常放送

<ｷ> 既設配管配線[撤去]

(8)

(7)既設未使用ｹｰﾌﾞﾙの存置をする場合、誤使用を防ぐ為､名札を付けておくこと。

(6)図中記載なき不要既設配管配線切り離し及び撤去、不要機器撤去は本工事内にて行うこと。

(5)機器撤去後の残置ﾎﾞｯｸｽには適合ｶﾊﾞ-ﾌﾟﾚ-ﾄ取付とする。

(4)配管布設に伴う既設天井取外し、復旧工事は本工事内にて行うこと。

(3)既設部改修工事に際して現場調査を充分に行い施工のこと。

(2)防火区画貫通部は、国土交通大臣認定工法によること。

(1)特記なき配管配線は下記を示す。



中庭

玄関

理学療法室

器在庫

更衣室

更衣室

脱衣室

運動浴室

便所

職員便所

職員便所

便所

守山養護学校

プレイルーム

廊下

プレイルーム

玄関

倉庫

ﾎﾞﾝﾍﾞ庫

機械室

便所

空調機械室

更衣室

ﾎｰﾙ

男子

便所 便所

女子

ﾌｧﾝ室

資料室

音楽療法室

厨房

ﾘﾈﾝ室

外来待合

中1

教室教室

小4

教室

小3

教室

小2

教室

小1

教室

中4

理科室

すみれ

中5

教室

木工室

便所

湯沸

昼寝の部屋

倉庫1

倉庫2

倉庫(4)

道具入

倉庫5

ﾊﾟｿｺﾝ室調理室

小学部

作業療法室(1) 計測室 倉庫3 児童トイレ ﾁｭｰﾘｯﾌﾟ指導室

感覚統合訓練室ﾒﾛﾝ指導室作業療法室(2)ﾓﾓ指導室ｲﾁｺﾞ指導室

保護者控室

ｻｸﾗ指導室

保育倉庫

ﾊﾞﾅﾅ指導室

ﾌﾞﾄﾞｳ指導室

観察室

心理面接室(1)

指導室(2)

指導室(3)

心理面接室(2)

言語療法室(1)

言語療法室(2)

言語療法室(3)

児童トイレ

相談室

倉庫

物置

事務室

医務室

事務室

校長室

職員室

印刷･教材庫

湯沸 倉庫 相談室 教室教室教室

中3中2小6小5

教室

音楽室 図書室

大会議室

職員更衣室

文具庫

ｽﾀｯﾌﾙｰﾑ

応接室

ｽﾇｰｽﾞﾚｰﾝﾙｰﾑ

会議室診察室

物置

倉庫6

面談室 いぶき 療法室言語集団

DN

ﾊﾞｯﾃﾘｰ室

電気室

空調機械室

吹抜 吹抜

吹抜
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倉庫7 交流室

男子

多目的
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<ｷ>

HP1.2-3C 構内放送[存置]

T-3 <ｷ>

HP1.2-3C

HP1.2-3C 構内放送[存置]

非常放送[撤去]

×

×

×

×
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×

×

×

×

×

×
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電気設備　非常放送設備[撤去]　１階平面図
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HIV1.2x3 (19)CP 配線のみ撤去

<ｷ> <ｷ> <ｷ>

<
ｷ
>

<
ｷ
>

<
ｷ
>

<ｷ>
<ｷ>

平成 22年  1月   日

撤去数量

既設天井埋込スピーカ

既設壁掛型スピーカ

合計

2

60

小児保健医療センター療育部非常放送設備その他改修工事

E-6 ／ 14

×

土木交通部建築課平成　年　月　日

既設スピーカ

既設天井点検口 (450x450)

[存置]

[存置]既設アッテネーター

校内放送

校内放送

× 既設スピーカ [撤去] 非常放送

[撤去]× 既設アッテネーター

(2)防火区画貫通部は、国土交通大臣認定工法によること。

(5)機器撤去後の残置ﾎﾞｯｸｽには適合ｶﾊﾞ-ﾌﾟﾚ-ﾄ取付とする。

(7)既設未使用ｹｰﾌﾞﾙの存置をする場合、誤使用を防ぐ為､名札を付けておくこと。

(3)既設部改修工事に際して現場調査を充分に行い施工のこと。

(4)配管布設に伴う既設天井取外し、復旧工事は本工事内にて行うこと。

(6)図中記載なき不要既設配管配線切り離し及び撤去、不要機器撤去は本工事内にて行うこと。

(8)図中実線機器は撤去機器とし、破線機器は既設品(存置)とする。

<ｷ>

(1)特記なき配管配線は下記を示す。

HIV1.2x3 (19)CP

<ｷ> HP 1.2-3C (16)PF

(9)

既設配管配線[配線のみ撤去]

　〃

× [撤去] 非常放送既設角型スピーカ 切込穴補修工事(天井1mx1m)



滋　賀　県

土木交通部建築課

平成 22年  1月   日

AMP

566 435

2
0
0
0

- +

TEXT

+-

自動放送 メニュー チャイム メッセージ

手動放送

セット 終了
選択

+-

DIGITAL PROGRAM CHIME PBS-D500

TAK ACO M

1

2

2

3

4

13

5

6

7

2

2

2

8

9

8

10

8

11

12

8

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

キャビネットラック

ブランクパネル

プログラムチャイム

プリアンプパネル

非常業務兼用操作パネル１０局

同上　増設用１０局

ＭＤ／ＣＤデッキ

通気パネル

デジタルパワーアンプ

非常電源パネル

非常業務兼用ジャンクションパネル

同上　増設用１０局

アナウンス用マイク

名 称

常 用 電 源

非 常 用 電 源

定 格 出 力

入 力 回 路

出 力 制 御

警 報 音

マ イ ク ロ ホ ン

機 能

遠 隔 操 作 器

そ の 他

プログラムチャイム

日 課 パ タ ー ン

メ ッ セ ー ジ

放 送 制 御

媒 体

そ の 他

入 力

プ リ ア ン プ パ ネ ル

出 力

周 波 数 特 性

そ の 他

Ｃ Ｄ ／ Ｍ Ｄ デ ッ キ

再生可能フォーマット

アナログ入力(MD入力)

デジタル入力(MD入力)

周波数特性(MD-CD)

デジタルパワーアンプ

記 録 モ ー ド ( M D )

使用ディスク(CD)

定 格 出 力

入 力

機 能

非 常 電 源 パ ネ ル

適 用 蓄 電 池

充 電 方 式

そ の 他

ＡＣ１００Ｖ　５０／６０Ｈｚ

ＤＣ２４Ｖ（ニカド蓄電池）

２４０Ｗ（１２０Ｗ×２）

入力１：マイク×１，ライン×１

入力２：マイク×１，ライン×１

入力３：ライン×４

優先順位は入力１，入力２，入力３

非常，業務共　２０局＋一斉

（業務一斉はマイコンによる緊急・一般の２モード選定式）

グループ放送モード　５局（マイコン制御）

音声警報音（感知器発報，火災確認，非火災放送）

単一指向性ダイナミック形

オペレーションガイド（ＬＣＤ表示,音声ファイル）

オートセルフチェック機能，自火報連動機能　

非常業務兼用 最大８台まで接続可

業務用 最大８台まで接続可

４音チャイムユニット

９９種類

９９ｃｈ

１系統

内蔵フラッシュメモリー

パソコンにてスケジュール作成可能

８系統（優先機能付）

ライン×２、録音×１

５０Ｈｚ～１５ｋＨｚ

チャイムユニット内蔵

ＣＤ／ＣＤ－Ｒ／ＣＤ－ＲＷ

オーディオＣＤ（ＣＤ－ＤＡ），ＭＰ３

ＳＴＥＲＥＯ／ＭＯＮＯ／ＬＰ２／ＬＰ４

ＲＣＡアンバランス

ＴＯＳ（ＥＩＡＪ ＲＣ－５７２０）

２０Ｈｚ～２０ＫＨｚ

１２０Ｗ（８３Ω）×２

２回路

異常出力

密閉型ニカド蓄電池　２個まで使用可能

トリクル充電

付属品：ニカド蓄電池

84

3
8
0

450

ＤＣ２４Ｖ（本体より供給）

非常業務兼用マイク（トークスイッチ付）

２０局＋一斉

パネル：樹脂＋鋼板　ライトアイボリー

電 源

入 力

出 力 制 御

仕 上

RM
RM-976-20

（参考品番）

Ｃ
E-97P

（参考品番）

40.270

1
2
0

299

2
1
4

115

150

1
2
0

70 36.717.8

BS-32Z

BS-32ZT

（参考品番）

（参考品番）

定 格 入 力

出 力 音 圧 レ ベ ル

周 波 数 特 性

ス ピ ー カ ー

仕 上

そ の 他

３Ｗ（３．３ｋΩ），２Ｗ（５ｋΩ），１Ｗ（１０ｋΩ）

９２ｄＢ（１Ｗ，１ｍ）　Ｌ級対応

１５０Ｈｚ～１３ｋＨｚ

１６ｃｍコーン型

本体：木製　ライトグレー

ネット：ジャージ　ライトグレー

（音量調節４段切換）

　カットリレー

　遠隔操作器（非常業務兼用） 　壁掛型スピーカー

　壁掛型スピーカー（ＡＴＴ付）

　音量調節器
AT-063

YP-1AF

（参考品番）

入   力   容   量

音   量   切   換

仕            上

０．５～６Ｗ

５段階切換

プレート：アルミ

電 源

電 力 容 量

電 流 容 量

制 御 方 式

制 御 電 流

仕 上

ＡＣ１００Ｖ　５０／６０Ｈｚ

最大８００Ｗ

最大１０Ａ

非常時ＤＣ２４Ｖ断によりＡＣ１００Ｖ断制御

ＤＣ２４Ｖ　１０ｍＡ

パネル：樹脂　ミルキーホワイト

ＷＰ　天井埋込型スピーカー

　天井埋込型スピーカー（ATT付）

　CM-2330

　CP-233

　CM-2330T

　CP-233

（参考品番）

（参考品番）

（参考品番）

（参考品番）

　防滴型スピーカー　　
BS-5W

（参考品番） （Ａ）

AT-063

WN7873K

（参考品番）

　音量調節器（防滴型）

０．５～６Ｗ

５段階切換

ガードプレート：金属製

75

28.5

６
９

．
２

１
３

２

36

230

1
0
6
.
5

φ
2
3
0

1
2

198 159

1
7
7

入   力   容   量

音   量   切   換

そ     の     他

定   格   入   力

出 力 音 圧 レ ベ ル

周  波  数  特  性

ス  ピ  ー  カ  ー

仕            上

そ     の     他

５Ｗ（２ｋΩ）

９０ｄＢ（１Ｗ，１ｍ）　Ｌ級対応

１２０Ｈｚ～１８ｋＨｚ

１０ｃｍ防滴コーン型

本体：樹脂　グレー

パンチングネット：アルミ　グレー

防水性能：ＩＰＸ１

定   格   入   力

出 力 音 圧 レ ベ ル

周  波  数  特  性

ス  ピ  ー  カ  ー

仕            上

そ     の     他

３Ｗ（３．３ｋΩ），２Ｗ（５ｋΩ），１Ｗ（１０ｋΩ）

９２ｄＢ（１Ｗ，１ｍ）　Ｌ級対応

１００Ｈｚ～１２ｋＨｚ

１６ｃｍコーン型

枠／ネット：オフホワイト

（音量調節４段切換）

電気設備　弱電機器姿図

　非常業務兼用放送アンプ架　（参考）

転倒防止金具転倒防止金具

小児保健医療センター療育部非常放送設備その他改修工事
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スタッフ

ＷＰ
Ｔ－１

１階

滋　賀　県

土木交通部建築課

平成 22年  1月   日
電気設備　非常放送設備　系統図

(1)特記なき配管配線は下記を示す。

 　2重天井内はｹｰﾌﾞﾙ配線工事とし、壁内配線及び貫通部分は保護管使用のこと。

EM-HP1.2-3C

 　MMは壁面をﾒﾀﾙﾓｰﾙにて配線保護、外部露出配管はCP管とする。露出配管、露出BOXは(塗装共)とする。

EM-HP1.2-3C

EM-HP1.2-5P

3P

EM-HP1.2-3P

(19)CPE

(22)PF

(16)PF

(16)PF

EM-HP1.2-5P (25)CPE 塗装共

塗装共

１階上部 １階上部１階上部

バッテリー室 空調

電気室 機械室

空調機械室ファン室

調理室

パソコン室

小学部 倉庫

(Ａ)

保健室

Ｃ

中４

(Ａ)

教室

理科室 中５

教室

すみれ 相談室 倉庫 湯沸

(Ａ)

ホール 校長室

事務室 職員室 印 刷

教材庫

更衣室 音楽室

図書室

小１

教室

(Ａ)

小２

教室

小５

教室

小３

教室

小６

教室

小４

教室

中２

教室

中１

教室

中３

教室

(Ａ) (Ａ)

脱衣室

運動

浴室

スヌーズ

レーン

ルーム

木工室

更衣室

×２

×２

器在庫

新設リモートマイク取付

ＲＭ
Ｔ－３ Ｔ－３

倉庫４

療法室

言語

（３）

言語

療法室

（２）

指導室

（３）

心理

面接室

（２） （１）

療法室

言語

（２）

指導室 道具入 観察室

面接室

心理

（１）

バナナ

指導室

相談室

指導室

ブドウ

(Ａ)

倉庫５ 文具庫

(Ａ)
Ｔ－４

(Ａ)

プレイ

ルーム

プレイ

ルーム

サクラ

指導室

保育

倉庫 控室

保護者 倉庫２ 倉庫１ 湯沸 昼寝の

部屋 ルーム

プレイ

療法室

作業

（１）

指導室

イチゴ

(Ａ)

計測室 倉庫３ モモ

指導室

作業

療法室

（２）

指導室

メロン

ボンベ庫 倉庫 事務室 医務室 事務室

ＡＭＰ
３Ｐ

２Ｅ，ＥＴ

外来待合

(Ａ) (Ａ)

職員

更衣室

言語集団

療法室

いぶき 面談室 リネン庫 物置 厨房

×３

×３

療法室

機械室

×２

×２

応接室

(Ａ)

倉庫６ 物置 会議室 診察室 清掃員

控室

Ｔ－２

新設防災アンプ（２４０Ｗ）取付

既設盤・盤内部切込加工の上

２Ｐ１Ｅ（１００Ｖ）ＭＣＣＢ×１を[一次側］増設の事

EM-HP1.2-5P　(22)PF 非常放送

EM-HP1.2-3C　既設配管(25)CPﾍ入線

EM-HP1.2-3C　既設配管(22)PFﾍ入線

EM-MVVS0.75-2C

EM-HP1.2-10P (22)PF RM設備

(16)PF RM設備

EM-HP1.2-5P (25)CPE 塗装共 非常放送

EM-HP1.2-5P

EM-HP1.2-10P

EM-MVVS0.75-2C

(22)PF 非常放送

(22)PF RM設備

RM設備(16)PF

EM-HP1.2-5P

EM-HP1.2-10P

EM-MVVS0.75-2C

(22)PF 非常放送

(22)PF RM設備

RM設備(16)PF

EM-HP1.2-5P (25)CPE 塗装共 非常放送

EM-HP1.2-10P

EM-MVVS0.75-2C

(22)PF 非常放送

(22)PF RM設備

RM設備(16)PF

EM-HP1.2-10P

EM-HP1.2-10P

EM-MVVS0.75-2C

(22)PF 非常放送

(22)PF RM設備

RM設備(16)PF

EM-HP1.2-10P

EM-HP1.2-5P (22)PF 非常放送

PB(150□x150)

PB(150□x150)

PB(150□x150)

PB(150□x150)

PB(150□x150)x3

PB(150□x150)

PB(150□x150)

PB(150□x150)

PB(150□x150)

PB(150□x150)

PB(150□x150)

PB(150□x150)x3

PB(200□x200)

PB(150□x150)

PB(150□x150) PB(150□x150) PB(150□x150) PB(150□x150) PB(150□x150) PB(150□x150)

倉庫横

ルーム

廊下 大会議室 廊下 厨房横 音楽 音楽

療法室横

廊下 倉庫7

交流室

資料室 廊下 廊下 清掃員控室横

倉庫４横 廊下 廊下 廊下 廊下 廊下 廊下

指導室

チューリップ

廊下 感覚統合

訓練室

理学

療法室

廊下

廊下

廊下廊下廊下廊下

守山養護学校

プレイルーム

放送室廊下廊下

小児保健医療センター療育部非常放送設備その他改修工事
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中庭

玄関

理学療法室

器在庫

便所

守山養護学校

プレイルーム

プレイルーム

倉庫

ﾎﾞﾝﾍﾞ庫

機械室

空調機械室

ﾎｰﾙ

男子

便所 便所

女子

ﾌｧﾝ室

厨房

外来待合

便所倉庫1

倉庫2

倉庫5 文具庫

作業療法室(1) 計測室 倉庫3 児童トイレ ﾁｭｰﾘｯﾌﾟ指導室

感覚統合訓練室ﾒﾛﾝ指導室作業療法室(2)ﾓﾓ指導室ｲﾁｺﾞ指導室

保護者控室

保育倉庫

ﾊﾞﾅﾅ指導室

ﾌﾞﾄﾞｳ指導室

心理面接室(1)

指導室(2)

指導室(3)

心理面接室(2)

言語療法室(1)

言語療法室(2)

言語療法室(3)

児童トイレ

相談室

ｽﾀｯﾌﾙｰﾑ

校長室

職員室

印刷･教材庫

倉庫 相談室

音楽室 図書室

応接室

物置 ﾘﾈﾝ室 面談室 いぶき 療法室言語集団

職員更衣室大会議室

音楽療法室

資料室

診察室控室

清掃員

医務室

調理室

ﾊﾟｿｺﾝ室

倉庫

小学部

すみれ 教室

中5

湯沸

更衣室

教室

小4教室

小3

教室

中1

教室

小2教室

小1

小5

教室

小6

教室

中2

教室

中3

教室

脱衣室

ｽﾇｰｽﾞﾚｰﾝﾙｰﾑ運動浴室 木工室

更衣室

更衣室

昼寝の部屋

ｻｸﾗ指導室

道具入

観察室

倉庫(4)

湯沸

廊下

職員便所

職員便所

便所

物置

会議室

事務室

DN

ﾊﾞｯﾃﾘｰ室

電気室

空調機械室

吹抜 吹抜

吹抜

倉庫6 玄関

事務室

便所

22 24 26 276 7 8 11 13 15 17 18 19 2095

Q
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0
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0
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0
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0
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0
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L
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,
0
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6
,
0
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C

H

6
,
0
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0

BG

16 18 19

6
,
0
0
0

A

理科室 中4

教室

倉庫7 交流室

多目的

男子

滋　賀　県

土木交通部建築課
１／２００

T-2

T-4

T-3

PB(150□x150)

T-1

EM-HP1.2-5P

電気設備　非常放送幹線設備[改修後]　１階平面図

AMP

EM-HP1.2-5P

PB(200□x200)

PB(150□x150)

PB(150□x150)

EM-HP1.2-5P (22)PF 非常放送

(25)CPE 塗装共 非常放送EM-HP1.2-5P

PB(150□x150)

EM-HP1.2-5P

PB(150□x150)

RM

EM-HP1.2-10P

EM-MVVS0.75-2C

EM-HP1.2-10P

EM-MVVS0.75-2C

EM-HP1.2-10P

EM-MVVS0.75-2C

(22)PF RM設備

RM設備

非常放送

(22)PF RM設備

RM設備

(22)PF 非常放送

(22)PF RM設備

RM設備

PB(150□x150)

(16)PF

(22)PF

(16)PF

(16)PF

調整・試験工事共

新設リモートアンプ取付

平成 22年  1月   日

EM-HP1.2-10P

EM-HP1.2-10P

EM-MVVS0.75-2C

(22)PF RM設備

RM設備

(22)PF 非常放送

(16)PF

EM-HP1.2-10P

EM-HP1.2-10P

EM-MVVS0.75-2C

(22)PF RM設備

RM設備

(22)PF 非常放送

(16)PF

PB(150□x150)x2PB(150□x150)x2

PB(150□x150)x2

PB(150□x150)x2

PB(150□x150)x2

(25)CPE 非常放送塗装共
x3

x3

x3

2E,ET

MM-B

2P1E(100V)MCCBx1を[1次側]増設の事

既設盤・盤内部切込加工の上、

5P

PB(150□x150)

調整・試験工事共

新設防災アンプ(240W)取付既設自火報受信機(P-1級20回線)撤去後

新設自火報受信機(P-1級20回線)取付のこと。

調整・試験工事共

既設総合盤内、警報ﾍﾞﾙ線取外

既設総合盤内、警報ﾍﾞﾙ線取外

既設総合盤内、警報ﾍﾞﾙ線取外

既設総合盤内、警報ﾍﾞﾙ線取外

既設総合盤内、警報ﾍﾞﾙ線取外

既設総合盤内、警報ﾍﾞﾙ線取外

既設総合盤内、警報ﾍﾞﾙ線取外

既設総合盤内、警報ﾍﾞﾙ線取外

EM-HP1.2-5P (22)PF 非常放送

既設総合盤内、警報ﾍﾞﾙ線取外

既設総合盤内、警報ﾍﾞﾙ線取外

x3

小児保健医療センター療育部非常放送設備その他改修工事
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既設コンクリ－ト壁貫通復旧箇所(本工事)

既設天井点検口 (450x450) 新設天井点検口 (450x450)

(5)機器撤去後の残置ﾎﾞｯｸｽには適合ｶﾊﾞ-ﾌﾟﾚ-ﾄ取付とする。

(7)既設未使用ｹｰﾌﾞﾙの存置をする場合、誤使用を防ぐ為､名札を付けておくこと。

(3)既設部改修工事に際して現場調査を充分に行い施工のこと。

(4)配管布設に伴う既設天井取外し、復旧工事は本工事内にて行うこと。

(6)図中記載なき不要既設配管配線切り離し及び撤去、不要機器撤去は本工事内にて行うこと。

(2)特記なき場合もEXP.J及び防火区画貫通部は、国土交通大臣認定工法によること。

 　露出配管、露出BOXは(塗装共)とする。

EM-EEF2.0-3C (22)PF

(1)特記なき配管配線は下記を示す。

 　2重天井内はｹｰﾌﾞﾙ配線工事とし、壁内配線及び貫通部分は保護管使用のこと。

E=1C

5P

EM-HP1.2-5P (22)PF

(8)既設総合盤、警報ﾍﾞﾙ線取外のこと。

(9) 防火区画貫通処理(国土交通大臣認定工法)



中庭

玄関

理学療法室

器在庫

守山養護学校

プレイルーム

プレイルーム

倉庫

ﾎﾞﾝﾍﾞ庫

機械室

空調機械室

ﾌｧﾝ室

厨房

外来待合

倉庫1

倉庫2

倉庫5 文具庫

作業療法室(1) 計測室 倉庫3 児童トイレ ﾁｭｰﾘｯﾌﾟ指導室

感覚統合訓練室ﾒﾛﾝ指導室作業療法室(2)ﾓﾓ指導室ｲﾁｺﾞ指導室

ﾊﾞﾅﾅ指導室

ﾌﾞﾄﾞｳ指導室

心理面接室(1)

指導室(2)

指導室(3)

心理面接室(2)

言語療法室(1)

言語療法室(2)

言語療法室(3)

相談室

ｽﾀｯﾌﾙｰﾑ

事務室

校長室

職員室

印刷･教材庫

倉庫 相談室

音楽室 図書室

物置 ﾘﾈﾝ室 面談室 いぶき 療法室言語集団

職員更衣室大会議室

音楽療法室

診察室

清掃員

会議室

物置

倉庫6

事務室

医務室

調理室

ﾊﾟｿｺﾝ室

倉庫

小学部

教室

中5

理科室 教室

中4

湯沸

更衣室

教室

小4教室

小3

教室

中1

教室

小2教室

小1

小5

教室

小6

教室

中2

教室

中3

教室

脱衣室

ｽﾇｰｽﾞﾚｰﾝﾙｰﾑ運動浴室 木工室

更衣室

更衣室

道具入

観察室

倉庫(4)

湯沸

廊下

すみれ

保育倉庫

保護者控室

ｻｸﾗ指導室

放送室

保健室

ﾎｰﾙ

応接室

資料室

DN

ﾊﾞｯﾃﾘｰ室

電気室

空調機械室

吹抜 吹抜

吹抜
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多目的

倉庫7 交流室

倉庫横

厨房横

音楽療法室横

清掃員

控室

控室横

倉庫(4)横

男子 便所

玄関

男子

便所

女子

便所

便所

職員便所

職員便所

便所

昼寝の部屋

便所

児童トイレ

滋　賀　県

土木交通部建築課
１／２００

T-4

(WP)

C

T-1

T-3

T-3

既設配管(25)CPﾍ入線の事

既設配管(22)PFﾍ入線の事

T-2

電気設備　非常放送設備[改修後]　１階平面図

(Ａ)

EM-HP1.2-3C

EM-HP1.2-3C

(Ａ)

(Ａ)

(Ａ)

(Ａ)

(Ａ)

(Ａ)

(Ａ)

(Ａ)

(Ａ)

(Ａ)

ｺｰﾅｰﾎﾞｯｸｽ

ｹｰﾌﾞﾙ・ｺﾛｶﾞｼ ﾒﾀﾙﾓｰﾙA用

ﾒﾀﾙﾓｰﾙA型1ｺ用ｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽ

1
,
7
0
0

EM-HP1.2-3C

ﾒﾀﾙﾓｰﾙA型

EM-HP1.2-3C

ｱｯﾃﾅｰﾀｰ

ｺｰﾅｰﾎﾞｯｸｽ

ｹｰﾌﾞﾙ・ｺﾛｶﾞｼ ﾒﾀﾙﾓｰﾙA用

ﾒﾀﾙﾓｰﾙA型1ｺ用ｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽ

1
,
7
0
0

EM-HP1.2-3C

ﾒﾀﾙﾓｰﾙA型

EM-HP1.2-3C

ｱｯﾃﾅｰﾀｰ(ｶﾞｰﾄﾞﾌﾟﾚｰﾄ取付)

参考取付図[室内]

参考取付図[廊下](A)

<ｷ>

<
ｷ
>

(Ａ)

EM-HP-1.2-3C 既設配管(19)CPに入線

平成 22年  1月   日

(Ａ)

合計

92新設天井点検口(450x450)

小児保健医療センター療育部非常放送設備その他改修工事
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(5)機器撤去後の残置ﾎﾞｯｸｽには適合ｶﾊﾞ-ﾌﾟﾚ-ﾄ取付とする。

(7)既設未使用ｹｰﾌﾞﾙの存置をする場合、誤使用を防ぐ為､名札を付けておくこと。

(3)既設部改修工事に際して現場調査を充分に行い施工のこと。

(4)配管布設に伴う既設天井取外し、復旧工事は本工事内にて行うこと。

(6)図中記載なき不要既設配管配線切り離し及び撤去、不要機器撤去は本工事内にて行うこと。

WP

(8)

既設天井点検口 (450x450)

新設壁掛型スピーカ(アッテネーター付)

新設壁掛型スピーカ(防水型)

新設天井点検口 (450x450)

(2)特記なき場合もEXP.J及び防火区画貫通部は、国土交通大臣認定工法によること。

新設天井埋込スピーカ

新設天井埋込スピーカ(アッテネータ付)

新設アッテネーター (Ａ)

既設コンクリ－ト壁貫通復旧箇所(本工事)

新設アッテネーター(カバー付)

EM-HP1.2-3C 塗装共(19)CPE

(25)CPE 塗装共EM-HP1.2-5P

ﾒﾀﾙﾓｰﾙA型

(1)特記なき配管配線は下記を示す。

 　2重天井内はｹｰﾌﾞﾙ配線工事とし、壁内配線及び貫通部分は保護管使用のこと。

 　MMは壁面をﾒﾀﾙﾓｰﾙにて配線保護、外部露出配管はCP管とする。

EM-HP1.2-3C

EM-HP1.2-3C

EM-HP1.2-5P

防火区画貫通処理(国土交通大臣認定工法)



バッテリー室

7,500.7

CH

CH

高圧受電盤非常低圧盤盤常用低圧盤直流盤

既設1φ100KVA 既設1φ100KVA

既設DS・6.9Kv・200Ax2 既設DS・6.9Kv・200Ax2

既設3φ200KVA

既設DS・6.9Kv・200Ax3既設DS・6.9Kv・200Ax2

既設1φ30KVA

既設OCB7.2Kv600A

電磁式・架台付

既設OCB7.2Kv600A

電磁式・架台付

電気室

既設POS・100A 既設SC・30KVA

バッテリー室

7,500.7

CH

CH

高圧受電盤非常低圧盤盤常用低圧盤直流盤

既設1φ100KVA 既設1φ100KVA

新設LBS7.2Kv200A・F=T20A

既設1φ30KVA

新設VCB7.2Kv600A

電磁式・架台共

電気室

既設POS・100A 既設SC・30KVA

既設DS・6.9Kv・200Ax3

既設DS・6.9Kv・200Ax3

既設DS・6.9Kv・200Ax3

既設DS・6.9Kv・200Ax3

既設DS・6.9Kv・200Ax3

既設DS・6.9Kv・200Ax3

新設LBS7.2Kv200A・F=T20A

新設3φ300KVA高効率型

温度計付

新設LBS7.2Kv200A・F=T5A

新設VCB7.2Kv600A

電磁式・架台共

既設電気室改造工事(撤去工事)

1) 既設高圧母線(高圧母線8φ)撤去。

2)

3)

既設高圧OCB・600A(架台付)x2台撤去。

既設DS・トランス用断路器200Ax9台撤去。

4) 既設動力変圧器200KVA撤去。

5) 上記撤去に伴い、微量PCB検査後、現地保管または、産業廃棄処分いずれかの処置をおこなうこと。

産業廃棄処分となった場合、マニフェスト等の書類の提出も本工事に含むこと。

1)

2)

3)

4)

既設電気室改造工事(更新工事)

高圧VCB・600A(架台付)x2台・電動式更新工事。

高圧母線(PDC38m/mに張替え)引下げ線PDC22m/mに更新工事

LBS・200Ax9台(PF共)更新工事

動力変圧器300KVA(トップランナー油入)更新工事。

動力銅バー(8x75)更新工事。

CT1000A/5A・電流計1000A更新工事

新設LBS7.2Kv200A・F=T30A

既設電気室機器取替図面・単線スケルトン図 1/20

SCALE=1/20既設電気室撤去平面詳細図 既設電気室更新平面詳細図 SCALE=1/20

5)

6)

7) 高圧母線張替え後、耐圧試験を行うこと。

既設銅バー(6x75) 新設銅バー(8x75)に取替

6) 既設動力銅バー(6x75)撤去。

7) 既設CT600A/5A・電流計600A撤去。

なお現地保管となった場合も、トランス保管場所までの移動は本工事とする。

滋賀県

土木交通部建築課

平成 22年 1 月   日

小児保健医療センター療育部非常放送設備その他改修工事
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F

V

VS

AS

A

0～ 300V

0～ 600A

F

V

VS

AS

A

0～ 300V

0～ 200A

(kVA) (kVA)

225AF

NFB3P NFB3P

225AT

Ａ
Ｇー

１

予
備

100AF

100AT

既設電灯変圧器　30kVA　1φ3W 6600V/210/105V

CTx2 CTx2

600/5A 200/5A

F

V

VS

AS

A

0～ 300V

CTx2

0～ 600A600/5A

既設電灯変圧器100kVA　1φ3W 6600V/210/105V

F

V

VS

AS

A

0～ 300V

CTx2

0～ 600A600/5A

既設電灯変圧器100kVA　1φ3W 6600V/210/105V

(kVA) (kVA)

NFB3P

(kVA)

NFB3P

(kVA)

NFB3P

Ａー

４

Ａー

５

Ａー

６

予
備

NFB3P

400AF

300AT

100AF

100AT

100AF

100AT

100AF

100AT

E1 E4E3E2

EB

3

3 3 3 3

A

AS

0～9000V

VS

V

x2CTx2

I

CTT

KW PF 0～ 30A

(電磁操作)

F PTx2 F PT.T

6.9kV200A

DS x3

(F5)

cu8φ

A

AS

0～9000V

VS

V

x2CTx2

I

CTT

KW PF 0～ 30A

(電磁操作)

F PTx2 F PT.T

6.9kV200A

DS x3

(E5)

(F-F)

6.9kV200A

DS x3

(B-B)

ｴﾈﾙｷﾞｰｾﾝﾀｰ

(監視盤)

CH

3φ3W 6600V 60Hz

CH

3φ3W 6600V 60Hz

cu8φ

TR3φ200kVA

(6600/220V) (6600/210/105V)

TR1φ30kVA

(6600/210/105V)

TR1φ100kVA

(6600/210/105V)

TR1φ100kVA

銅ﾊﾞｰ6tx75x3銅ﾊﾞｰ6tx75x3IV100x3(63)下部より銅ﾊﾞｰ6tx75x3

6.9kV200A

(F-B)

DS x3

6.9kV200A

(F-B)

DS x2

6.9kV200A

(F-B)

DS x2

EA

OCB7.2KV600A OCB7.2KV600A

6.9kV200A

(F-B)

DS x2

POS 100A

SC 3φ30.0kVA

225AF225AF

幹線

番号

名称

回路

負荷

容量

配線

ｻｲｽﾞ

極

AF

AT

開
閉
器

225AF

225AT

225AF

Ｂ
Ｇー

２

Ｂ
Ｇー

３

Ｂ
Ｇー

４

Ｂ
Ｇー

５

Ｂ
Ｇー

１

Ｂ
Ｇー

６

Ｂ
Ｇー

７

予
備

NFB3P NFB3P NFB3P NFB3P NFB3P NFB3P NFB3P NFB3P

225AT 225AT 225AT

100AF

100AT 100AT 100AT

100AF 100AF 100AF

100AT

(kW) (kW) (kW) (kW) (kW) (kW) (kW) (kW) (kVA) (kVA)

NFB3P

(kVA)

NFB3P

(kVA)

NFB3P

(kVA)

NFB3P

100AT

Ｌ
Ｇ
電
源

Ａー

２

Ａー

１

Ａー

３

NFB2P

 50AF

 20AT

400AF

300AT

225AF

225AT

225AF

225AT

100AF

(kVA)

NFB3P

(kVA)

NFB3P

100AT

225AF 100AF

院
内
保
育
園

150AT

養
護
学
校
増
築
棟

LM-1

養
護
学
校

Ｏ
Ｆ
Ｆ

Ｏ
Ｆ
Ｆ

Ｏ
Ｆ
Ｆ

NFB3P NFB3P NFB3P

100AT

100AF

(kW) (kW) (kW)

Ｅ
Ｖ

理
学
療
法
室

M-1

225AF

125AT

院
内
保
健
所

225AF

150AT

既設動力変圧器　200kVA　3φ3W 6600V/220V

電気設備　電気室改修工事　ｽｹﾙﾄﾝ(改修前)
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土木交通部建築課平成　年　月　日

(※)今回撤去工事を示す。
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電気設備　電気室改修工事(改修後)
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TR1φ30kVA
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TR1φ100kVA
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TR1φ100kVA
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既設動力変圧器　300kVA　3φ3W 6600V/220V

新
設
動
力
盤

Ｍー

１

既設ブレーカ流用

平成 22年  1月   日
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22 22

22 22

22
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(※)今回工事を示す。
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EM-CET38

ET(ED) ET(ELB)

空調室外機

KW KW

空調室外機

空調室外機 空調室外機

予備

30AT

30AT

30AT

MCCB3P100AF100AT

屋外防水壁掛型鋼板製扉鍵付

新設動力盤(M-1)結線図

EM-CET14

EM-CET14

E5.5

E5.5

(39)CPE

(39)CPE

M3

M4

EM-CET14 E5.5 (39)CPE

EM-CET14 E5.5 M4(39)CPE

M4

M3塗装共

塗装共EM-CET14 E5.5 (39)CP M4

EM-CET14 E5.5 (39)CPE 塗装共 M4

既設盤[L-5]・盤内部切込加工の上、

2P1E(100V)MCCBx1を[2次側]増設の事

141

M3

EM-CET38 E8 塗装共(51)CP

M3塗装共EM-CET14 E5.5 (39)CP

141

(51)CPE

新設動力300kVA･Cuﾊﾞｰより取出の事

立下りｹｰﾌﾞﾙ既設鋼管にｲﾝｼﾛｯｸ止め

EM-CET38 E8 塗装共

　　　　　新設動力分電盤結線図

3φ3W 210V

ACP

140c

ACP

140b

ACP-140a

ACP-140c ACP-140b

ASF

60

記号

(空調機器リスト)

消費電力(kW)

3φ200V

ACP-140a

機械名称

EM-CE8-4C

記号 機械名称

(機器リスト)

消費電力(W)

1φ100V

46.5エアースイングファン EM-EEF2.0-3C E=1C (22)PF

(31)CP空冷ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ空調機 4.13

空冷ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ空調機 4.13ACP-140b EM-CET14 E5.5

配管配線

配管配線

4.26 EM-CET14 E5.5

EM-CE3.5-4C

E=1C

E=1C (25)CP

4.13

4.134.26

ACP-140c 空冷ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ空調機

空冷ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ空調機

(39)CP・(39)CPE

(39)CP・(39)CPE

AFS-60

x3

(A)

(A)

PB(200□x200)

PB(300□x300)

PB(300□x300)

(A)x2

PB(300□x300)SUS[上下]

PB(200□x200)

(A)
PB(200□x200)x2PB(200□x200)x2

PB(200□x200)

PB(200□x200)SUS

(A)

(B)

PB(300□x300)

PB(300□x300)

PB(300□x300)SUS

PB(300□x300)

(B)
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既設電灯盤(L-5)ﾍ

(ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ電工)

FSA41038FVPH9

(参考品番)
富士型FHF32W x1Ａ－３２１

PB(200□x200)

新設照明器具A-321取付[5台]

電気設備　幹線・動力・電灯設備　１階平面図

既設照明器具[ｼｰﾘﾝｸﾞﾗｲﾄx5台]撤去後

新設照明器具A-321取付[5台]

既設照明器具[ｼｰﾘﾝｸﾞﾗｲﾄx5台]撤去後

M1 M2

M3 M4

15AT

EM-CE8-4C 塗装共 M1(31)CP

EM-CE3.5-4C (25)CP 塗装共 M2

(M-1)

新設動力盤

M2

ACP

M1

ACP

140a 80

ACP-80 2.14

2.14

30AT

30AT

予備

14.66KW

ACP-80

PB(200□x200)SUS

Ｒ

土木交通部建築課平成　年　月　日

(9)工事完了後、各設備の試験調整工事及び諸検査を行うこと。

(5)機器撤去後の残置ﾎﾞｯｸｽには適合ｶﾊﾞ-ﾌﾟﾚ-ﾄ取付とする。

(7)既設未使用ｹｰﾌﾞﾙの存置をする場合、誤使用を防ぐ為､名札を付けておくこと。

(3)既設部改修工事に際して現場調査を充分に行い施工のこと。

(4)配管布設に伴う既設天井取外し、復旧工事は本工事内にて行うこと。

(6)図中記載なき不要既設配管配線切り離し及び撤去、不要機器撤去は本工事内にて行うこと。

(8)

(2)特記なき場合もEXP.J及び防火区画貫通部は、国土交通大臣認定工法によること。

既設天井点検口 (450x450)

(A)

新設天井点検口 (450x450)

(B)既設コンクリ－ト壁貫通(φ50)復旧箇所 既設コンクリ－ト壁貫通(φ75)復旧箇所

(1)特記なき配管配線は下記を示す。

 　2重天井内はｹｰﾌﾞﾙ配線工事とし、壁内配線及び貫通部分は保護管使用のこと。

 　MMは壁面をﾒﾀﾙﾓｰﾙにて配線保護、外部露出配管はCP管(塗装共)とする。

E=1C (22)PF

ﾒﾀﾙﾓｰﾙA型

EM-EEF2.0-3C

EM-EEF1.6-2C

Ｒ エアースイングファンリモコンＳＷ (機械設備支給品取付)

合計

新設天井点検口(450x450) 5
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